
所 属 産業労働部中小企業課
担当(係)名 資金融資担当 内線 3065

中 小 企 業 金 融 の 円 滑 化 支 援
（款）７商工費 （項）１商工費 （目）（８）金融対策費
（明細書事業名）○金融対策費
中小企業制度融資貸付金

１ 事 業 費 ４２，４７３，１００ 【財源内訳】 【主な使途】
（ 前年度 ５６，２５８，２００ ） 諸収入 42,473,100 貸付金 42,473,100

２ 事 業 目 的
県内中小企業者等の事業活動の活性化と経営の安定促進に必要な資金需要を支援す
ることにより、県内の中小企業の発展と本県経済の活性化を図る。

３ 事 業 内 容
(1) 融資目標額及び県資金額
中小企業者の資金需要に対応するため、融資目標額については、前年度実績に応じ
た融資枠を設定し、新規融資目標額については前年度と同額を確保した。なお、金融
機関へ預託する県資金については、金融機関の協力により協調倍率の引き上げを行い、
予算額の大幅な減額を実施した。

（単位：千円）①融資目標額
18年度当初 19年度当初 増 減 額 対前年比

新 規 分 70,793,500 70,793,500 0 100.0％
継 続 分 153,841,900 161,078,900 7,237,000 104.7％
計 224,635,400 231,872,400 7,237,000 103.2％

（単位：千円）②県資金額
18年度当初 19年度当初 増 減 額 対前年比

新 規 分 18,342,100 9,250,700 △9,091,400 50.4％
継 続 分 37,916,100 33,222,400 △4,693,700 87.6％
計 56,258,200 42,473,100 △13,785,100 75.5％

(2) 資金メニュー等の見直し
① 「子育て支援枠」の創設 ････････ 融資目標額 3億円
県の最重要課題である少子化対策を制度融資の面から支援するため、「経営合理
化資金（子育て支援枠）」を新たに創設し、少子化対策に積極的に取り組む中小企
業者の資金調達を支援する。
② 「返済ゆったり資金（借換資金）」の融資対象拡大

････････ 融資目標額 H18 40億円 → H19 50億円年度 年度
本資金の借換対象（県制度融資の旧債務）に県保証協会の保証付き旧債務（県制
度融資と一本化する場合に限る。）を加え、中小企業者の資金繰り改善を支援する。

(3) 金利の見直し
ゼロ金利の解除や長期プライムレートの上昇等を踏まえ、金利の改定を行う。ただ
し、資金調達が困難な小規模企業者と事業環境が悪化した事業者へのセーフティネッ
ト対策として「小規模企業資金」及び「関連倒産防止資金」は現行金利を据え置く。

＜金利改定の内容：（信用保証料を付した場合）＞
資 金 メ ニ ュ ー 現行利率 改定利率 改 定 率

一 般 資 金（経営安定資金） １．４％ １．６％ ０．２％
一 般 資 金（季節資金） １．２％ １．４％ ０．２％
元気企業育成資金（全資金）
特別経済対策資金（経済変動対策資金） ０．８％ １．２％ ０．４％
一 般 資 金（小規模企業資金）
特別経済対策資金（関連倒産防止資金） ０．８％ ０．８％ 据 置


